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こ
の
調
査
で
は
、
兵
庫
県
南
部
地
震
、

新
潟
中
越
地
震
等
昨
今
の
地
震
被
害
の

教
訓
を
踏
ま
え
、
栗
東
市
に
起
こ
り
得

る
地
震
災
害
に
つ
い
て
、
人
的
・
物
的
被

害
を
想
定
し
、
防
災
対
策
の
基
礎
資
料

と
す
る
も
の
で
す
。 

 

 

こ
の
調
査
で
は
、
栗
東
市
に
最
も
大

き
い
被
害
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
る

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
を
想
定
し
た
地
震

で
、
滋
賀
県
の
震
源
断
層
モ
デ
ル
の
内
影

響
が
最
も
大
き
い
中
部
域
（
☆
印
）
を
震

源
と
す
る
ケ
ー
ス
を
想
定
地
震
と
し
ま

し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

火
災
発
生
等
の
影
響
が
大
き
い｢

冬

期
の
夕
刻｣

を
基
本
と
し
、
計
算
の
条
件

と
し
て
人
口
数
六
一
，
六
〇
一
人
、
世
帯

数
二
二
，
〇
〇
六
世
帯
（
平
成
一
七
年

一
二
月
三
一
日
現
在
）
、
建
物
数
二
〇
，

六
七
八
棟
（
木
造
一
二
，
八
八
三
棟
、
非

木
造
七
，
七
九
五
棟
、
平
成
一
七
年
三

月
末
現
在
）
の
数
値
を
基
に
予
測
し
ま
し

た
。
評
価
単
位
は
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
メ

ッ
シ
ュ
で
、
町
（
大
字
）
、
丁
目
に
よ
り
集

計
し
ま
し
た
。 

想
定
の
結
果
は
、
上
記
の
参
考
値
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。 

項目 想定内容 

震源 琵琶湖西岸断層帯(断層の長さ 59 ㎞) 

地震の規模 マグニチュード 7.8 

震度 市庁舎の計測震度計で震度 6 弱(一部 6 強) 

死者 5 人程度 

負傷者(重傷者＋軽傷者) 600 人程度 

罹災者数 7,300 人程度 

避難所生活者数 2,100 人程度 

建物全壊・大破 800 棟程度 

建物半壊・中破 1,700 棟程度 

出火 3 件程度 

 

栗
東
市
で
は
今
年
度
地
域
防
災
計
画
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。
地
域
防
災
計

画
は
、
栗
東
市
の
災
害
対
策
の
基
本
と
し
て
、
災
害
に
強
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
計
画
で
す
。
こ
の
地
域
防
災
計
画
の
内
容
を
具
体
的
・
実
践
的
な
も

の
と
す
る
た
め
、
地
域
の
災
害
危
険
性
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
防
災
ア

セ
ス
メ
ン
ト
調
査
を
昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
調
査
結
果
の
内
、
地
震
被
害
想
定
に
つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

滋賀県地震被害予測調査 

震源断層モデル設定位置 

被害想定の参考値 

震源 
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計
測
震
度
分
布
図 

 

液
状
化
危
険
度
評
価
図 

地
震
動
予
測
は
、
市
内
の
地
盤
・
地
質
の
状
態
な
ど
を
も
と
に
計
算
を
行

い
ま
し
た
。 

地
震
動
の
予
測
計
算
結
果
、
左
の
計
側
震
度
分
布
図
に
よ
り
市
内
で
の
震

度
を
想
定
し
ま
し
た
。
市
内
で
想
定
さ
れ
る
震
度
は
、
お
お
む
ね
震
度
６
弱

と
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
市
北
部
地
域
等
で
は
一
部
震
度
６
強
が
想
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

地
盤
液
状
化
危
険
度
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
「
地
震
被
害
想
定
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
よ
り
危
険
度
の
想
定
を
行
い
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
右
の
危
険
度
評
価
図
の
と
お
り
、
市
内
で
は
液
状
化
の
可

能
性
の
あ
る
地
域
は
各
所
に
点
在
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

特
に
、
市
域
北
部
の
比
較
的
軟
ら
か
い
地
盤
の
地
域
に
お
い
て
は
液
状

化
現
象
の
発
生
危
険
度
の
高
い
地
域
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 
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建
物
被
害
分
布
図
「
木
造
全
壊
」 

 
建
物
被
害
分
布
図
「
非
木
造
大
破
」 

建
物
の
被
害
想
定
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
、
計
測
震

度
及
び
液
状
化
判
定
結
果
と
建
物
全
壊
率
の
関
係
を
用
い
て
全
壊
棟
数
を

想
定
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
市
内
で
の
木
造
建
物
の
全
壊
棟
数
は
、
五
四
五
棟
（
市
内
全

木
造
建
物
数
一
二
，
八
八
三
棟
）
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
域
北
部
の
震
度
六

強
が
想
定
さ
れ
る
地
域
で
は
、
全
壊
す
る
木
造
建
物
が
多
く
発
生
す
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
市
内
の
状
況
は
、
左
の
分
布
図
の
と
お
り
で
す
。 

非
木
造
建
物
に
つ
い
て
も
木
造
建
物
と
同
様
の
手
法
を
用
い
、
建
物
被

害
に
つ
い
て
の
想
定
を
行
い
ま
し
た
。 

市
内
で
の
非
木
造
建
物
の
全
壊
棟
数
は
、
二
五
二
棟
（
市
内
全
非
木
造

建
物
数
七
，
七
九
五
棟
）
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

市
内
で
の
被
害
想
定
は
、
右
の
建
物
被
害
分
布
図
「
非
木
造
大
破
」
の

と
お
り
で
す
。 



- ４ - 

                                

        

 

             

                                

画
の
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。 

人
的
、
物
的
に
も
大
き
な
被
害
が
想

定
さ
れ
る
地
震
防
災
に
つ
い
て
は
、 

・ 

公
共
施
設
の
耐
震
性
の
強
化 

・ 

防
災
組
織
体
制
の
整
備 

・ 

停
電
時
の
非
常
電
源
確
保 

・ 

備
蓄
体
制
の
整
備 

・ 

広
域
防
災
体
制
の
確
立 

・ 

緊
急
輸
送
体
制
の
確
保 

・ 

都
市
防
災
構
造
の
強
化 

な
ど
の
地
震
対
策
を
具
体
化
し
て
い
く

こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
水
害
・
土
砂
災
害
に
つ
い
て
も

そ
の
発
生
の
危
険
性
が
あ
り
、
警
戒
避

難
体
制
の
確
立
が
急
が
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や
体
の
不
自

由
な
人
な
ど
災
害
時
要
援
護
者
に
対
す

る
避
難
支
援
体
制
の
確
立
、
避
難
情
報

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
等
警
戒
避
難
体

制
の
具
体
化
が
早
急
に
解
決
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。 

 

こ
れ
ら
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査
で
抽

出
し
た
防
災
上
の
問
題
点
・
課
題
を
踏

ま
え
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行

な
う
こ
と
に
よ
り
危
機
管
理
体
制
の
整

備
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

な
お
、
地
域
防
災
計
画
は
概
要
版
を

全
戸
配
布
し
、
地
域
や
家
庭
で
の
災
害

時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
な
る
よ
う
準
備
し

ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
人
的
被
害
想
定
図
「
避
難
者
数
」 

避
難
者
数
の
想
定
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
「
地
震
被
害
想
定
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
用
い
行

い
ま
し
た
。
避
難
者
と
は
、
「
地
震
後
に
避
難
所
で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
る
人
」
の
こ
と
で
、
市

内
で
の
避
難
者
数
（
避
難
所
生
活
者
数
）
は
、
二
，
一
二
四
人
と
想
定
さ
れ
ま
す
。 

市
内
で
の
各
地
域
状
況
は
、
左
の
避
難
者
分
布
図
の
と
お
り
で
す
。 

○ 

人
的
被
害
想
定 

今
回
の
被
害
想
定
に
つ
い
て
の

そ
の
他
の
人
的
被
害
想
定
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。 

 

・
死
者
数
…
五
人 

・
重
傷
者
数
…
四
八
人 

・
負
傷
者
数
…
五
三
一
人 

・
罹
災
者
数
…
七
，
三
一
九
人 

○ 

想
定
の
ま
と
め 

こ
の
調
査
に
お
い
て
検
討
し
た

琵
琶
湖
西
岸
断
層
帯
の
中
部
を

震
源
す
る
地
震
に
よ
る
被
害
想

定
を
計
画
規
模
と
し
て
、
次
の
数

値
を
防
災
計
画
に
反
映
す
る
参

考
値
と
し
ま
す
。 

・
最
大
震
度
六
強 

・
全
壊
建
物
数
約
八
〇
〇
棟 

・
死
者
五
人
程
度 

・
負
傷
者
六
〇
〇
人
程
度 

・
罹
災
者
七
，
三
〇
〇
人
程
度 

・
避
難
者
二
，
〇
〇
〇
人
強 

・
出
火
件
数
三
件
程
度 

の
被
害
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。 ○ 

防
災
上
の 

 
 
 
 
 
 

問
題
点
・
課
題 

今
回
の
調
査
結
果
を
整
理
し
、

次
の
問
題
点
に
留
意
し
て
防
災
計


